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応募資格審査の検討に関する資料（案） 
 

応募資格審査に関し、『A．（仮）事前確認方式』、『Ｂ．（仮）一次審査時確認方式』 として、設計共
同企業体（以下、設計ＪＶ）の組成と併せて検討・比較します。 
 
A：（仮）事前確認方式                      Ｂ：（仮）一次審査時確認方式 
 
 
 
 
 
 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
A：（仮）事前確認方式 
・世田谷区におけるプロポーザル時に通常行われている方式 
・第１回審査委員会【資料８】に示す資格検討項目のうち、応募者の企業（共同企業体（以下、設計Ｊ
Ｖ）を含む）としての資格のみに関して記載した参加表明書を求め、内容を審査の上、一次審査に係る提案
書提出者を選定する方式 

・設計ＪＶにおいても原則として参加表明書提出時までに、「代表構成員」、「構成員」の名称を記載することと
する。但し、設計ＪＶの組成検討時間確保を考慮し、単独で参加表明書を提出し資格を得た応募者が、一
次提案資料提出までに代表構成員に設計ＪＶを組成し応募することは認めることする。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

単体企業 設計ＪＶ 

参加表明書記載項目 

単体企業、代表構成員、構成員とも 

№１（地方自治法 167-4-2 に抵触していないか） 

№２（入札参加禁止ではないか） 

№６（一級建築士事務所登録の有無） 

単体企業、代表構成員 

№７（世田谷区登録で共同格付 1-100 位以内の順位か） 

単体企業、設計ＪＶとも 

参加表明書提出の段階では、技術

者配置の検討に十分な時間を与え

るため、№１，２，６，７以外の

技術者個人の参加資格、実績に関

する資料の提出は求めない。 

プロポーザル公告 

二次審査 

一次審査提案作成 

参加表明書作成 企業資格審査 

一次審査提出者選定 

技術者資格・実績審査 

一次技術提案審査 

二次審査提出者選定 

二次審査提案作成 
二次審査 

参加表明書 

一次審査提案作成 
企業資格審査 

技術者資格・実績審査 

一次技術提案審査 

二次審査提出者選定 

二次審査提案作成 

＜世田谷区＞ ＜応募者＞ 

ＪＶ組成協議 企業資格審査 

 

一次審査提出者選定 
参加表明書作成 

設計ＪＶ協定書（簡易） 

二次審査・選定 

技術者資格・実績審査 

一次技術提案審査 

二次審査提出者選定 

この段階で資格要件を満足する資

格・実績を持った技術者が配置さ

れているか（設計ＪＶ、再委託先

の技術者の資格・実績）を書類に

よって審査する。 

（定量的な審査は事務局で実施） 
二次審査提案作成 

設計ＪＶの場合は、参加表明書に

て設計ＪＶの構成員の記載を求め

る。 

記載事項は 

代表構成員、構成員の名称 

（出資比率や規約等を記載する協

定書は一次審査時の提出とする。

なお、書式を準備する。） 

単独で参加資格を得

た応募者が代表構成

員となり新たに構成

員と設計ＪＶを組成

して応募することは

認める 

資料５―１ 

単体企業 or 設計ＪＶ 

による応募の検討 

技術者配置検討 

技術者資格・実績資料 

（設計ＪＶ協定書） 

一次提案資料作成 
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Ｂ：（仮）一次審査時確認方式 
・応募資格を持つか否かは自ら判断し、一次審査書類提出時に全て（二次審査書類以外）を求める方式 
・一次審査書類提出時に、応募者の企業（設計ＪＶを含む）及び技術者資格・実績、技術提案を求め、二
次審査提出者を選定する方式。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 応募資格審査方式の検討・比較 
 
 A．（仮）事前確認方式 Ｂ．（仮）一次審査時確認方式 
検討期間 
（設計ＪＶ組成の十
分な検討期間確保によ
り、多くの応募が期待で
きるか） 

参加表明書提出までに単体企業、設計ＪＶでの
応募の意思決定が必要。（ただし、単体で参加
表明書を提出し、参加資格を得た応募者が代表
構成員となり設計ＪＶを組成し、一次提案までに
設計ＪＶ協定書の提出の上、応募することは可
能とすることで、設計ＪＶ組成の検討期間を確保
することは可能） 
（ＪＶ協定書正式版は一次提案提出時） 
 
【事例】 千葉市庁舎設計プロポは、公告から参加

表明書提出まで２週間 
（JV 構成員記載） 
府中市庁舎設計プロポは、公告から参
加表明書提出まで１ヶ月 

単体企業、設計ＪＶの組成検討は一次応募まで
なので比較的十分な期間が設定できる。 
 
（区としては、一次応募締め切りまでは何社が参
加するかの数字はつかめない） 
 
【事例】 清瀬市庁舎設計プロポは、公告から参加

表明書提出まで約１.５か月 
（JV 構成員はこの時点で提出。JV 協
定書は二次応募時（約３週間後）） 

応募者の負担 事前に資格審査が行われるため、企業体としての資
格を満足していない企業が、技術者実績資料や一
次提案書を作りこむことはない。 
（無駄な作業は発生しない） 
企業としての参加表明時の資格審査資料も項目は
少ないので作成の負担も大きくはない。 

仮に企業体としての資格審査により非選定となった
場合は一次提案書の作成が無駄になる。（応募
者の責任とはなるが） 

世田谷区の負担 参加表明書提出期間を短縮するためには、資格に
関する質疑及び回答を短期間で行う必要がある。
（両方式どちらでも審査する項目に差はない） 

一度に多くの書類を審査する可能性が高いため短
期間での集中作業となる。 
（両方式どちらでも審査する項目に差はない） 

上記の検討結果から、事務局としては応募書類の提出日程を十分に考慮した上で、「A.（仮）事前確認方式」が  
望ましいと考えます。 

以上 

単体企業 設計ＪＶ 

設計ＪＶの組成までに十分な検討

時間を確保することができる。 

 

ただし、企業体の資格を満足しな

いとの審査結果の場合は、一次審

査提出書類は全て無効になる。 

プロポーザル公告 

＜世田谷区＞ ＜応募者＞ 

ＪＶ組成協議 

二次審査・選定 

技術者配置検討 

単体企業 or 設計ＪＶ 

による応募の検討 

参加表明書 

技術者資格・実績資料 

（設計ＪＶ協定書） 

一次提案資料作成 

企業資格審査 

技術者資格・実績審査 

一次技術提案審査 

二次審査提出者選定 

二次審査提案作成 

ＪＶ組成検討等に 

十分な期間を確保できる 


